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電子サイクロトロン共鳴 (ECR) イオン源プラズマは多価
イオン収量が高いため、高エネルギー加速器などに利用
されています。原子核物理などの理学分野、重粒子線が
ん治療などの生物・医学分野、更に半導体のイオン注入、
イオンエンジンなどの宇宙推進、そしてバイオ・ナノ材
料などの工学分野で幅広く利用され、まさに人類の福祉
に寄与しております。ECR プラズマの基礎、並びに応
用研究を推進して高収量・高効率化して、次世代を担う
新しい先進ビーム源開発に取り組んでいます。

原子核物理などの理学分野、重粒子線がん治療などの生物・医学分野、半導体のイオン注入、イオンエンジンなどの宇宙推進、バイオ・ナノ材料などの工学分野
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地球温暖化を背景に CO2 排出量の大幅な削減が求めら
れています。そのため、CO2 を炭素資源と捉えて回収
し、有用物質へと変換する技術の開発が必要です。我々
は、廃熱が利用可能な低温でも CO2 を工業的に有用な
CO やメタノールに変換可能な触媒を開発しています。
さらにこの触媒は、光と電子の相互作用に基づいて光
をエネルギー源として利用し、反応を促進することも
可能です。産業排熱や太陽光の利用と組み合わせるこ
とで、CO2 を省エネルギーで有用物質へと変換するた
めのクリーン触媒技術の開発に挑んでいます。

CO2 回収利用、資源エネルギー分野、石油化学分野

省エネルギーで CO2 を再資源化する
革新的ナノ構造触媒の開発
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